
  



1

この度は、スマート GIS 標「しるべ」をご利用いただきまして誠にありがとうございます。

本書は、標「しるべ」利用者のための操作マニュアルです。

下記の点にご注意くださるようお願い申し上げます。

（１） 本書の内容の一部、または全部を無断転載する事は禁止されています。

（２） 本書の内容については、将来予告なしに変更する事があります。

（３） 本書の内容については、万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や

　　　 誤り、記載漏れ等お気付きの点がございましたら、ご連絡下さい。

製品の使用方法に関するお問い合わせは下記のサポートダイヤル、またはメールにて承っております。

TEL.076-232-3334
受付時間：AM10:00 〜12:00、PM1:00 〜 4:00　※土・日・祝を除く

https://map.jp/shirube/shirube.html

shirube@map.co.jp

※スマート GIS 標「しるべ」は、株式会社刊広社の製品です。 

※本書に記載されております製品名及び会社名等の固有名詞は、全て各社の登録商標、商標、商品名です。 

はじめにお読み下さい

サポートダイヤル

メールアドレス

標「しるべ」製品サイト
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システムの特徴
ピンポイント検索や描画、距離・面積計測など機能充実。顧客管理・施設管理を簡単に行えます。

住宅地図帳（デジタルメーサイズ）と同様の表示を基本と

して、普通版の住宅地図以外に、用途地域界、用途地域

の種類、形態規制（容積率、建ぺい率）、地籍番地など

の情報を加えた、地籍版の住宅地図も表示可能です。

さらに、それぞれにカラー・モノクロ表示があり、用途に

よって切替えて使用していただく事ができます。

・住宅地図

・白地図

・住宅地図（個人名なし）

・住宅地図（カラー）

・住宅地図（モノクロ）

・地籍住宅地図

・地籍住宅地図（カラー）

・地籍住宅地図（モノクロ）

・地籍白地図

・住宅地図（メッシュ）

・住宅地図（メッシュ+番号）

多彩な地図表示
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地図上に記載されている、個人名や企業名、駐車場などの記号情報の表示・非表示を切替え、お客様の用途にあっ

たオリジナル地図が作成できます。

住所・町名・建物名・店舗名・会社名・カテゴリなど多方面からの検索が可能です。

オリジナル地図作成機能

豊富な検索方法
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任意の箇所の住所を表示できます。

また「建物詳細番号」をクリックすると、ビル・アパート・マンションの詳細情報を表示できます。

テーマ、その中に属するレイヤーという管理要素を設定する情報入力（ライン、ポリゴン、シンボル、文字）によっ

て図形に対して属性情報の入力が可能です。

管理したい情報の種類ごとにテーマ、レイヤーは分類できるので情報が混在せず、表示、非表示も容易にできます。

また属性情報からの検索も可能です。

住所表示、ビル、アパート詳細表示

情報管理、入力機能
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地図上に、属性情報まで必要がない図形（ライン、ポリゴン、シンボル、文字）の入力が可能です。

入力された形状の編集も可能です。

地図上に指示した線から距離、面から面積を計測できます。

また単位の切り替えも可能です。

作図機能

計測機能
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位置情報（住所や緯度経度）を持ったCSV形式のデータを取込み地図上にシンボルを展開できます。

他の GISソフトから出力したシェープファイルや国や自治体などでオープンデータとして公開されているシェープファ

イルを取込み、地図上に展開することができます。

《画面印刷》

　地図画面に表示される用紙範囲枠で印刷範囲を確認しながら印刷

《指定範囲印刷》

　自由に範囲をドラッグして任意の範囲を印刷

《ページ印刷》

　住宅地図帳（デジタルメーサイズ）と連動したページを指定して複数のページを一括で印刷

《帳票印刷》

　地図上に落としたポイントと、それに含まれる属性情報を一覧として印刷

オンライン版（月額支払い版）をご利用の方は弊社住宅地図帳（デジタルメーサイズ）が出版されると同時に地図

内容を更新できます。常に最新の情報でソフトウェアをご利用いただけます。

外部データ取込み機能（シェープファイル、CSVデータ）

印刷機能

地図更新機能（オンライン版のみ）
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画面の説明

本システムでのマウスホイールとスケールバーの設定が行えます。

メニューを選択する毎にON・OFFが切替わります。

また、バージョンの確認もここから確認できます。

❶アプリケーションボタン

画面構成

❶アプリケーションボタン

❼ステータスバー ❽表示エリアステータス

❷リボン ❸マップウィンドウ

❻索引図

❺ファイル表示管理エリア

❹背景地図設定エリア
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★タブ

　各機能をタブで切り替えます。（関連機能をタブとしてまとめています）

★サブメニューについて

　機能アイコンボタンの下に▼マークが付随している機能があります。

　▼マークを左クリックすることでサブメニューが出てきます。

タブ

本システムで各種機能を実行するためのメニューが配置されるエリアです。

背景地図は、全１１種類あります。

（オリジナル地図を作成した場合はここに追加されます）

表示させたい種類の地図にチェックをつけることで、

マップウィンドウに表示される地図が変更できます。

本システムに読み込まれたデータをツリー形式で表示します。

チェックをつけることで対象データが表示設定となり、

チェックを外すと対象データが非表示となります。

地図描画エリアです。

❷リボン

❹背景地図設定エリア

❺ファイル表示管理エリア

❸マップウィンドウ

サブメニュー
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現在マップウィンドウに表示されている範囲が

全体図に対しどの位置かを表示します。

機能を実行する際の補助メッセージ等を表示するエリアです。

作業対象や操作内容についての情報が表示されます。

マウスカーソル位置の座標値／住所／住宅地図帳（デジタルメーサイズ）のページ番号／表示スケールを

表示します。

❻索引図

❼ステータスバー

❽表示エリアステータス

経度・緯度 住所 ページ番号 表示スケール
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リボン構成

タブ グループ 機能 内容

地図

地図操作

拡大 アイコンによる拡大操作

縮小 アイコンによる縮小操作

範囲拡大 マウスドラッグによる範囲拡大操作

戻る・進む 地図の表示を戻す・進める

ホーム ホームポジションを表示する

検索

ページ検索 地図帳（デジタルメーサイズ）のページを指定して検索する

住所検索 住所を指定して検索する

住所入力検索 住所を入力して検索する

目標物検索
キーワード検索 キーワードを入力して検索する

カテゴリ検索 カテゴリを選択して検索する

表示

索引図 索引図を表示する

建物詳細 ビル・アパート・マンションの情報を表示する

住所表示 指定した場所の住所を表示する

お気に入り表示 お気に入りに追加・表示する

タブ グループ 機能 内容

テーマ

テーマ

追加 テーマを追加する

削除 テーマを削除する

表示設定 テーマの表示設定

登録情報 登録情報の設定変更

レイヤー

追加 レイヤーを追加する

削除 レイヤーを削除する

管理設定 登録内容の設定変更

表示設定 レイヤーの表示設定

属性データ
検索 テーマデータを検索する

閲覧 アイコンによる操作（属性情報の閲覧）

ユーザーデータ

テーマ読み込み テーマファイル (.gtd) をインポートする

テーマ書き出し テーマファイル (.gtd) をエクスポートする

一括読み込み 複数のテーマファイル (.gtd) を一括インポートする

一括書き出し 複数のテーマファイル (.gtd) を一括エクスポートする



15

タブ グループ 機能 内容

作図

登録

ライン ラインデータを登録する

ポリゴン ポリゴンデータを登録する

シンボル シンボルデータを登録する

文字 文字データを登録する

編集

削除 データを削除する

種類別削除 図形の種類別、または一括でデータを削除する

移動 データを移動する

点の編集

点追加 点の追加をする

点削除 点の削除をする

点移動 点の移動をする

設定

ライン ラインの設定を変更する

ポリゴン ポリゴンの設定を変更する

シンボル シンボルの設定を変更する

文字 文字の設定を変更する

タブ グループ 機能 内容

情報入力

登録

ライン 指定のレイヤーにラインデータを登録する

ポリゴン 指定のレイヤーにポリゴンデータを登録する

シンボル 指定のレイヤーにシンボルデータを登録する

文字 指定のレイヤーに文字データを登録する

編集

削除 登録したデータを削除する

移動 登録したデータを移動する

コピー 登録したデータをコピーする

点の編集

点追加 登録したデータに点を追加する

点削除 登録したデータの点を削除する

点移動 登録したデータの点を移動する

ポリゴン
結合 登録したポリゴンを結合する

分割 登録したポリゴンを分割する

属性注記

登録 属性情報から注記を発生する

削除 属性注記を削除する

移動 属性注記を移動する

初期化 属性注記を初期化する

設定 属性注記の設定を変更する
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タブ グループ 機能 内容

外部データ 外部データ

アドレスマッチング 住所情報とアドレスマッチングを行い、データを読み込む

アンマッチリスト アドレスマッチングで取り込めなかったデータをリスト表示する

Shape 読み込み Shapeファイル形式のデータをインポートする

Shape 書き出し レイヤーごとに Shapeファイル形式でエクスポートする

タブ グループ 機能 内容

印刷

印刷

画面印刷 用紙枠で印刷範囲を確認しながら印刷

指定範囲印刷 範囲を指定し、印刷する

帳票印刷 レイヤー図形に対して、個々に帳票を印刷する

ページ印刷 地図帳（デジタルメーサイズ）のページを指定し、印刷する

画面保存
画面保存 表示している画面を画像保存する

指定範囲保存 範囲を指定し、画像保存する

タブ グループ 機能 内容

ツール

計測

距離計測 距離を計測する

面積計測 面積を計測する

編集 計測結果の削除、初期化を行う

設定 計測用データの表示設定を行う

オリジナル地図作成

作成 表示レイヤーを自由に設定した背景地図を作成する

編集 作成したオリジナル地図を編集する

削除 作成したオリジナル地図を削除する

オプション
ｼｽﾃﾑ設定 マウスカーソルの設定を行う

地図更新 背景地図の登録・更新を行う
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地図タブ

1. 地図操作について

マップウィンドウの地図上で左クリックしたままにすると、マウスカーソルが手の形に変わります。

そのままドラッグすると、マウスを動かした方向へ地図が移動します。

マップウィンドウの地図上でマウスをダブルクリックすると、その位置を中心とした位置へ地図が移動します。

マウスドラッグによる地図移動

マウスクリックによる中心移動

左ドラッグ

左ダブルクリック
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拡大アイコンをクリックするとマップウィンドウの地図を2倍に拡大表示できます。

同じように縮小アイコンをクリックすると1/2に縮小表示できます。

地図の拡大・縮小

地図の範囲拡大

2 倍拡大

1/2 縮小

左クリック

左クリック

例）縮尺10,000 例）縮尺 5,000

範囲拡大アイコンを選択し、任意の場所を左クリックで囲むと、囲まれた範囲の地図を拡大表示できます。

表示エリアステータスのスケール表示の

>

を左クリックしてスケール値を指定するか、

任意の数字を直接入力することで、地図の縮尺を変更できます。

スケールバーによる地図表示
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右クリックするとクリックした位置にポップアップメニューが表示されます。

[指示点を中心に移動] [指示点を中心に拡大 ] [指示点を中心に縮小]の３種類の操作が可能です。

右ドラッグするとクリックした位置にポップアップメニューが表示されます。

[範囲拡大 ] [クリップコピー] の操作が可能です。

[クリップコピー] は指定した範囲の地図をコピーして、

エクセル等の他ソフトウェア上でペーストすることが可能です。

マウスホイールでの拡大・縮小を設定できます。

手前側に回すと表示画面が縮小し、向こう側へ回すと表示画面は拡大します。

★マウスホイールの設定と解除

アプリケーションボタンの［マウスホイール］

を左クリックすると、設定と解除が切り替わり

ます。マウスホイールによるズーム機能設定

中は、メニューにチェックがついています。

ポップアップメニューによる操作

マウスホイールの利用による拡大と縮小

マウスホイールによる

ズーム機能 設定中

右ドラッグ
範囲拡大
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現在の地図表示からそれぞれ一つ前、一つ先(戻るを使用した場合)を表示します。

地図描画に関する戻る、進むになります。（各10回まで）

ホーム画面(初期表示画面 )を設定します。

▼をクリックして【設定】をクリックすると、現在マップウィンドウに表示されている画面がホーム画面に設定されます。

戻る・進む

ホーム

地図操作を行った後に、ホーム画面に戻りたい場合、

ホームボタンをクリックすると設定したホーム画面に移動します。

進む

戻る
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2.検索について
検索機能を利用することにより目的の場所を瞬時に表示することが可能です。

住宅地図帳（デジタルメーサイズ）のページと

同じ範囲の地図を表示できます。

システム内に搭載されている住所データを対象に住所検索を行い、該当する住所の地図を表示できます。

ページ検索

住所検索

住所情報を県名から入力して検索します。

住所入力検索

石川県金沢市広坂1-1-1
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3.目標物検索について

目標物等に関連するキーワードを入力し、検索します。

①例えば目標物名として"刊広社"で検索します。

②さらに絞り込みたい場合は地名の一部として“福井”を追加し検索します。

　目標物名と地名を把握している場合は絞り込んだ検索が行えます。

　あらかじめ、”刊広社　福井”で検索を行っても同じ結果が得られます。（キーワードは 2つまでです）

③検索結果から選択して、【地図表示】をクリックすると目的の地図が表示されます。

キーワード検索
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カテゴリから選択して検索します。

カテゴリ検索

①把握している目標物がどのカテゴリに属するか選択し、次に都道府県、市区町村を選択していきます。

②検索結果が表示されますが、そこからの絞り込みも行えます。

　例えば目標物名として"刊広社"で検索します。

③検索結果を選択して、【地図表示】をクリックすると目的の地図が表示されます。

　また、キーワード検索と同様に、あらかじめ"刊広社　金沢”のように地名の一部を入れることにより

　絞り込んだ検索が行えます。（キーワードは 2つまでです）
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4. 表示について

索引図アイコンをクリックして、索引図の表示／非表示の切り替えが行えます。

■マウスホイール

■右ドラッグ

■右クリック

マウスホイールでの拡大縮小が設定されている場合は

手前側に回すと縮小し、向こう側へ回すと拡大します。

指定範囲を右ドラッグすると、指定範囲がマップウィン

ドウに拡大表示されます。

指示点を中心に移動（マップウィンドウの地図が移動）

指示点を中心に拡大（マップウィンドウの地図が拡大）

指示点を中心に縮小（マップウィンドウの地図が縮小）

建物詳細を閲覧できる建物（ビル・アパート・マンション等）地図上に下図のようなマークがついています。

「建物詳細アイコン」を選択し、下記の「建物詳細番号」を左クリックすると建物の詳細が表示されます。

索引図

建物詳細

索引図表示時の

アイコン

14

左クリック
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地図上の好きな位置をお気に入りに登録し、

表示できます。

お気に入り表示のサブメニューから【追加】をクリックすると、

現在表示されている画面を好きな名称でお気に入りに追加できます。

また、お気に入り表示の【設定】から、登録した項目の名称を変更することも可能です。

お気に入り表示

「住所表示アイコン」を選択し、マップウィンドウ上の住所を知りたい場所を左クリックすると

クリックした場所の住所と住宅地図帳（デジタルメーサイズ）での該当する版名とページ番号が表示されます。

住所表示
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テーマタブ

1.テーマとレイヤーの概念

■テーマ

■レイヤー

本システムでは、階層的にデータファイル

を取り扱っており、１つの階層をテーマと

呼び、データ管理単位としています。

１つのテーマでは、１つのデータファイル

を取り扱うことが可能であり、本システム

では、最大 800 のテーマファイルを同時

に扱うことが可能です。

レイヤーとは層という意味であり、情報を

層状に重ねることで地図に情報を付加し

ていき、１つのテーマ内に複数のレイヤー

を持つことで、色々な情報を重ね合わせ

て表示することができます。

例えるなら透明フィルムを幾重にも重ねた

ような構造になっていて、その1枚 1枚の

透明フィルムのことをレイヤーと呼びます。

本システムでは、透明フィルムに例えれば

999枚分に相当する999種類のレイヤーを

扱うことが可能です。

１つのレイヤーに１つの図形種類を管理す

ることが出来ます。

○○○

△△△

×××

×××

テーマ800 テーマファイル

テーマファイル

テーマファイル

テーマファイルテーマ1

テーマ2

テーマ3

×××学校

○○学校

×××学校

○○学校

レイヤー999

レイヤー3

レイヤー2

レイヤー1

テーマファイル
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「追加アイコン」からテーマを追加します。

１）テーマの名称、レイヤーの名称を設定します。

２）登録する図形の種類と、図形のスタイルを設定します。

３）属性項目を設定します。

テーマの追加
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□項目を追加する

①リスト下段の[項目名]を左クリックし、直接項目名を入力します。

②入力した項目名の[型 ]を左クリックすると、 マークが表示されます。 マークを左クリックすると、

追加登録可能な型の種類がリスト表示されますので、左クリックで選択します。

③他の行へマウスを移動すると、追加登録した情報が確定します。

◆属性項目の設定方法

□項目を編集する

①編集するレコードをクリックし、直接項目名や型の編集をします。

他の行へマウスを移動すると、編集した情報が確定します。

□項目を削除する

①削除する項目を左クリックして、反転表示の選択状態にし、キーボードの Delete キーを押下します。

②「属性項目削除確認」ダイアログが表示されます。

　【はい】ボタンを左クリックすると、選択した行の

　属性項目が削除されます。
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②続けて選択する他のレコードの左端（ のある部分）を CTRLキーと左クリックします。

　CTRLキーと左クリックで選択したレコードが反転表示の選択状態となります。

①選択するレコードの左端（ のある部分）を左クリックします。

○キーボードを使用する場合

　①選択の開始位置の左端（ のある部分）を左クリックします。

　②選択の終了位置の左端（ のある部分）を SHIFT キーと左クリックします。

　　開始位置から終了位置の範囲のレコードが反転表示の選択状態となります。

○マウスを使用する場合

　選択の開始位置から終了位置までの左端（ のある部分）を左ドラッグします。

　ドラッグした範囲のレコードが反転表示の選択状態となります。　

◆リストの複数選択方法

□連続したレコードを選択する

□連続していないレコードを選択する
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４）テーマの基本情報を設定してから、【次へ】ボタンを左クリックします。

５）【OK】ボタンを左クリックすると、「テーマ登録確認」ダイアログが表示されます。

　　【はい】ボタンを左クリックすると、設定した内容でテーマが登録されます。

　　【戻る】ボタンを左クリックすると、前の設定画面に戻り、設定を変更することが出来ます。

６）表示管理エリアで新規テーマとテーマに属するレイヤーがひとつ追加されたことが確認できます。
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「削除アイコン」からテーマを削除します。

１）テーマ単位で表示する順番と

　　表示対象スケール（テーマで登録した内容をどの縮尺の間で表示させるか）を設定します。

テーマの削除

テーマの表示設定

削除したいテーマを選択し、

【次へ】をクリックすると、

削除確認ダイアログが表示されます。

【はい】をクリックすると

選択したテーマが削除されます。

①設定対象テーマの最小スケールまたは最大スケールにマウスを

　移動すると、 が表示されます。

② を左クリックするとスケール値が表示されますので、

　設定するスケール値を左クリックして選択します。

　（直接入力も可能）

③他のフィールドにマウスを移動すると設定内容が確定します。

①表示順を移動するテーマを左クリックし、反転表示の選択状態に

します。

② を左クリックすると、選択したテーマは現在の位置より１つ下

　へ移動します。続けて左クリックすることで更に下に移動します。

　同様に を左クリックすると、選択したテーマは現在の位置より

　1つ上へ移動し、続けて左クリックすることで更に上へ移動します。

□表示対象スケール設定方法

□表示順設定方法
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「登録情報アイコン」からテーマの登録情報の内容を更新します。

登録情報設定変更
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１）レイヤーを追加するテーマを選択します。

２）登録する図形、スタイルを設定します。

３）属性項目を設定して登録完了となります。

レイヤーの追加

2.レイヤーについて
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１）削除するレイヤーを選択し、確認のダイアログで【はい】を選択すると削除できます。

１）設定を変更するレイヤーを選択します。

２）レイヤー追加時と同様にスタイル・属性項目の変更ができます。

レイヤーの削除

レイヤーの管理設定
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１）表示設定を変更したいレイヤーのテーマを選択します。

２）入れ替えたいレイヤーを選択し  で、図形レイヤーの上下関係を入れ替えます。

    上位にあるほうが、上に描画されます。

レイヤーの表示設定
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検索機能

3. 属性データについて

１）属性情報を検索するレイヤー、検索方法を選択します。

属性データの文字情報を指定し、検索を行います。 現在表示されている範囲内に登録されている

データを対象に検索を行います。

任意のエリアを囲み、その範囲に登録されている

データを対象に検索を行います。

任意の大きさの円で囲み、その範囲に登録

されているデータを対象に検索を行います。

□文字情報より検索する □表示画面内を検索する

□指定範囲内（多角形指定）を検索する □指定範囲内（円指定）を検索する
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２）該当する検索結果がリストで表示されます。

エクスポート 地図表示 詳細表示

検索結果をエクセルデータまたは CSVデータにエクスポートします。

① 【エクスポート】ボタンを左クリックすると

　 「名前をつけて保存」ダイアログが表示されますので、　 

　 ファイルの種類を選択し、保存ファイル名を設定してから、

　 【保存】ボタンを左クリックします

□エクスポート機能

②エクスポートが終了すると、データが表示されます

＜エクセルを選択した場合＞ ＜CSVを選択した場合＞

CSVの場合は座標が付加されます。
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選択しているデータをマップウィンドウ中央付近に表示します。

①「検索結果リスト」ダイアログから地図表示するデータを

   左クリックで選択し、【地図表示】ボタンを左クリックします。

②【地図表示】ボタンを左クリックします。

③選択したデータがマップウィンドウ中央付近に強調表示されます。

④マップウィンドウ上をクリックすると強調表示が終了し、

  「検索結果リスト」ダイアログに戻ります。

□地図表示機能

選択しているデータの詳細を表示します。

①「検索結果リスト」ダイアログから詳細表示するデータを左クリックで選択し、【詳細表示】ボタンを左クリックします。

②選択したデータの属性情報ダイアログが表示されます。

□詳細表示機能
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属性情報を閲覧する

表示画面内の属性情報の詳細を閲覧し、情報を更新することが出来ます。

１）属性情報を閲覧するレイヤーを選択し、【次へ】をクリックすると

 　対象データが強調表示されますので、閲覧したいデータを左クリックで選択します。

 　「属性詳細情報」ダイアログが表示されますので、属性データの閲覧や更新をすることが出来ます。

①マップウィンドウ上で属性情報を閲覧するテーマデータを右クリックして、

　ポップアップメニューを表示します。

マップウィンドウ上でテーマデータを指定して、属性情報を閲覧します。

□アイコンによる操作（属性情報の閲覧）

□ポップアップメニューによる操作（属性情報の閲覧）

②ポップアップメニューの 【テーマ属性閲覧】を左クリックすると

　「属性詳細情報」ダイアログが表示されますので、

　属性データの閲覧や更新をすることが出来ます。

左クリック
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□属性詳細情報ダイアログ

□データファイリングダイアログ

■全選択

　ファイリングリストのファイルを一括で選択します。

■全解除

　ファイリングリストのファイルの選択を一括で解除します。

■追加

　ファイリングデータを追加します。

■削除

　ファイリングデータを削除します。

■開く

　ファイリングデータを関連しているソフトで表示します。

■OK

　更新内容を保存して、「データファイリング」ダイアログを閉じます。

■キャンセル

　更新内容を破棄して、「データファイリング」ダイアログを閉じます。

■属性情報を更新する

　各属性項目を選択し、直接属性情報を更新できます。

■ファイリング

　ファイリング情報の管理が行えます。

　【ファイリング】ボタンを左クリックすると、

　「データファイリング」ダイアログが表示されます。

ファイリング

属性情報の更新

追加登録したファイル

がリスト表示されます。

ファイリングリスト上で（ がある）

選択しているファイルのプレビューが

表示されます。（画像ファイルのみ）
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①【追加】ボタンを左クリックします。

②「ファイルを開く」ダイアログが表示されますので、追加登録するファイルを選択（複数選択可）してから、

　【開く】ボタンを左クリックすると、追加したファイルがリスト上に登録されます。

①エクスプローラの起動または、追加登録するファイルが格納されているフォルダーを開きます。

②追加登録するファイルを左クリックし、選択状態（複数選択可）してから、

　そのままファイリングリスト上にドラッグすると、追加したファイルがリスト上に登録されます。

□ファイリングデータの管理

■ファイリングデータの追加

＜機能ボタンを使用した場合＞

＜ドラッグ機能を使用した場合＞

ドラッグ
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①削除するファイルをファイリングリストから選択し、（複数選択可）

　【削除】ボタンを左クリックします。

①閲覧するファイルをファイリングリストから選択し、【開く】ボタンを左クリックします。

②指定したファイルに関連付いているソフトが起動し、ファイルを表示します。

②「削除確認」ダイアログが表示されますので、【はい】ボタンを左クリックすると

　選択したファイルは削除されます。

■ファイリングデータの削除

■ファイリングデータの閲覧
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テーマ読み込み

テーマ書き出し

「テーマ書き出し」で書き出したテーマファイル（次項「テーマ書き出し」を参照）を読み込みます。（gtdファイル）

読み込むファイルにパスワードが設定されている場合はパスワードを入力します。

登録したテーマの情報を書き出します。（gtdファイル）

書き出すテーマを選択し、ファイル名、保存場所、パスワードの設定等ができます。

※書き出した gtdファイルは独自フォーマットになります。標「しるべ」同士でのデータ共有の際にご利用頂けます。

4. ユーザーデータについて
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一括読み込み

「テーマ書き出し」「一括書き出し」（次項「一括書き出し」を参照）で書き出したテーマファイル（gtdファイル）が

複数ある場合、フォルダーにまとめて読み込むことができます。

１）読み込むテーマフォルダーの場所を選択します。

２）読み込むフォルダーを設定し【OK】をクリックするとファイル表示管理アリアに登録されます。

　　書き出した際（次項「一括書き出し」を参照）にパスワードが設定されている場合は

　　設定したパスワードを入力します。
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一括書き出し

登録したテーマが複数ある場合、

全てのテーマファイルを一括でフォルダー内に書き出すことができます。（gtdファイル）

保存場所、フォルダー、必要に応じてパスワードの設定ができます。

１）テーマファイルの書き出す場所を選択します。

　　既存のフォルダーにも書き出せますが、新しいフォルダーの作成をクリックしこの画面から

　　書き出すフォルダーを作成することもできます。

２）書き出すフォルダーを設定し【OK】をクリックすると書き出されます。
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４）設定したフォルダー内に登録した全てのテーマファイル（.gtd）が作成されます。

　　※themeorder.txtはテーマを一括書き出しする時点の表示順番を保持するためのファイルです。

　　　一括書き出しされた gtdファイルとともに一括読み込み（前項「一括読み込み」を参照）を実行することにより、

　　　書き出した際の表示順番が再現されます。 

　　　このファイルがなくても読み込みはできますが、表示順番は再現されません。

３）書き出すフォルダー内に同一名称のテーマファイルが存在した場合はアラートが表示されますので

　　上書きするか、別フォルダーへ書き出しか選択して下さい。
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作図タブ
作図（お絵かきデータ）と情報入力（テーマ、レイヤー）の違い

　■作図（図形の描画）は一時的に図形を登録しておきたいときに利用します。

　■情報入力（テーマ、レイヤー）は、管理情報など属性を持たせて管理したいときに利用します。

1.登録について

図形の種類は４種類をご用意しています。（以下イメージ図参照）

※登録する図形の色、太さ、アイコンの設定は、後述の「4.作図の設定について」を参照して下さい。

登録した図形は「ファイル表示管理エリア」で表示・非表示を変更できます。

ライン、ポリゴン、シンボル、文字

点と点を結んだ線データを

地図上に描画できます。

文字データを地図上に描画できます。

点と点を閉じた領域として

閉多角形データを描画できます。

指定アイコンを地図上に描画できます。

□ライン

□文字

□ポリゴン

□シンボル
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2. 編集について

１）登録した図形の削除を行います。

　　「削除アイコン」を押し、対象図形を左クリックで選択します。

２）さらに背景グレーが強調されますので、再度対象図形を左クリックすると削除されます。

削除

１）登録した図形を図形の種類ごとに削除を行います。

　　「種類別削除」を押すと、

　　図形種類選択ダイアログが表示されます。

２）削除したい図形の種類にチェックを入れて

　　【OK】をクリックして下さい。

　　確認ダイアログが表示されますので選択した図形に

　　相違がないかをご確認下さい。また、全てにチェックを

　　入れることで一括で削除することもできます。

種類別削除
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3. 点の編集について
作図した図形（ポリゴン・ライン）の点の編集を行います。点の追加、削除、移動により図形を変形させることができます。

点追加

「追加アイコン」を押し、対象図形（ポリゴン・ライン）を選択し、点を追加したい場所を左クリックすると点が追加

されます。追加した点を移動する場合は、図形外をクリックし移動させたい場所を左クリックすると点が移動します。

追加作業を終了させる場合は右クリックします。

左クリック

左クリック

移動

１）図形の移動を行います。「削除アイコン」を押し、     

　　対象図形を左クリックで選択します。

２）移動させたい場所で左クリックすると、図形が移動します。

左クリック

左クリック
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点移動

「移動アイコン」を押し、対象図形（ポリゴン・ライン）の移動させたい点を左クリックで選択し、

移動させたい場所で左クリックすると点の移動が確定されます。

移動作業を終了させる場合は右クリックします。

左クリック

左クリック

「削除アイコン」を押し、対象図形（点）を左クリックで選択すると背景グレーが強調されます。

再度対象図形（点）を左クリックすると点が削除されます。（点のみのため、図形自体は削除されません）

点Dが削除され、点Cと点 E が

結ばれた図形になりました。

点削除

点 A 点 A

点 B 点 B

点 C 点 C

点 D を削除 再度左クリック

点 E 点 E

削除作業を終了させる場合は右クリックします。
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4.作図の設定について

各アイコンの「▼ボタン」から、線の太さや色、アイコンの種類などを設定します。

ここで設定したものが、作図登録時のデータになります。

＜線の幅、シンボル・文字の大きさの単位について＞

■ｍ ……地図に対しての大きさなので、表示スケールによって大きさが変化します

■ pixel…画面に対しての大きさなので、表示スケールを変更しても大きさは変化しません

変更したい図形スタイルに設定を変更すると、変更した内容がリボンのアイコンに反映されます。

そのアイコンを左クリックし、背景グレーの画面から、変更したい図形を左クリックすると、変更が適用されます。

登録する作図データの設定と、登録された図形のスタイル変更を行えます。

ライン、ポリゴン、シンボル、文字の設定

登録した図形のスタイル変更

左クリック
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情報入力タブ
情報入力では作図と同様に図形の描画が行えますが、その各図形に対し、属性情報を持たせることができます。

属性情報は、情報管理、属性注記、属性検索、帳票印刷等の様々な機能と関連付きます。

1.登録について

ライン、ポリゴン、シンボル、文字

点と点を結んだ線データを

地図上に描画できます。

文字データを地図上に描画できます。

点と点を閉じた領域として

閉多角形データを描画できます。

指定アイコンを地図上に描画できます。

□ライン

□文字

□ポリゴン

□シンボル

＜例.ラインを登録する場合＞

①ラインを登録したいレイヤーを選択します。

　新しいレイヤーに登録する場合は

　【レイヤー追加】ボタンからレイヤーを作成します。

②登録する文字情報を設定し、

　地図上に任意のラインを作成します。

　左ダブルクリックでラインを確定させると、

　再び文字情報設定画面が表示されるので

　続けて登録する場合は情報入力と

　ラインの作成を繰り返します。

　登録を終了する際は【キャンセル】を

　クリックします。

登録可能なレイヤーがある場合
はここに表示されます。
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2. 編集について

対象のレイヤーの削除したい図形を左クリックで選択します。

背景のグレーが更に濃くなりますので、もう一度図形を左クリックすると削除されます。

削除

移動

１）対象のレイヤーの移動させたい図形を左クリックで選択します。

２）移動させたい場所で左クリックすると図形が移動します。右クリックすると作業終了となります。

左クリック

移動先を
左クリック
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対象のレイヤーの画面に表示されている情報(図形)をコピーして任意の場所に貼付けます。

１）対象のレイヤーのコピーしたい図形を左クリックで選択します。

２）コピーしたい場所を左クリックするとコピーされます。右クリックすると作業終了となります。

コピー

コピー先で
左クリック

左クリック
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3. 点の編集について

点を追加したい図形のレイヤーを選択し、点を追加したい箇所を左クリックすると、点が追加されます。

追加した点は任意の位置に移動することができます。

点を削除したい図形のレイヤーを選択し、削除したい箇所を左クリックすると、点が削除されます。

点の追加

点の削除

左クリック
左クリック

左クリック



56

点を移動させたい図形のレイヤーを選択し、移動させたい点を左クリックで選択した後、移動させたい場所を左クリッ

クすると、点が移動されます。移動の動作を終了する際は右クリックします。

点の移動

左クリック

左クリック
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4. ポリゴンの編集について

対象のレイヤーの画面に表示されているポリゴンを結合します。

左クリックで結合したいポリゴンを選択し、右クリックすると結合されます。

結合後のポリゴンは、最初に選択した方の属性が反映されます。

分割後のポリゴンは、分割前の属性を受け継ぎます。

対象のレイヤーの画面に表示されているポリゴンを分割します。

左クリックで結合したいポリゴンを選択し、上から線を引くと線に沿って分割されます。

結合

分割

左クリック

で選択

「ポリゴン A」→「ポリゴン B」の

順で選択して結合すると

「ポリゴン A」の属性が残ります。

ポリゴンA

ポリゴンA

ポリゴンB

左クリック

ポリゴンA

ポリゴンA
ポリゴンA

分割線
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5. 属性注記について

指定したレイヤーの図形から指定した属性を注記として表示します。

１）属性注記を設定したいレイヤーを選択し、表示させたい項目を設定します。

２）属性注記の表示スタイルを設定します。

３）属性注記のタイトルを設定し、【OK】をクリックすると属性注記が図形付近に表示されます。

登録

■注記の色

■注記の大きさ

表示方法を選べます。（なし／背景色／カーソル色／反転／縁取り）

表示させるフォントの種類を選べます。

注記の色を選べます。

注記の大きさを変更できます。

「表示する」にチェックを入れると図形と注記の間に引き出し線が表示されます。

図形に対して注記をどの位置に表示させるか指定できます。

■引き出し線

■オフセット

■フォントのスタイル

■フォント

サンプル
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指定した属性注記を移動します。

レイヤーに紐づいている属性注記を選択し、移動させたい属性注記を選択して移動します。

移動

指定した属性注記を削除します。

レイヤーに紐づいている属性注記を選択し、削除します。

削除
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登録済みの属性注記のレイヤーを選択し、表示スタイルを変更します。

設定

指定したレイヤーの属性注記を初期化します。（指定した属性注記のレイヤーを削除します）

初期化
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外部データタブ

外部データについて

アドレスマッチング

住所をもとにアドレスマッチングを行い、地図上にデータを展開します。

インポートできるファイル形式は CSVのみです。

１）新規テーマとして追加するか、既存テーマにレイヤーとして追加するかを選択し、

　　インポートするファイルを指定します。

不正文字が入っている場合、以下メッセージが表示されます。

CSVファイルから該当文字を削除するか別の文字に置き換えて再インポートして下さい。

＜取り込みできない文字・記号＞

. ピリオド ` 逆クォート > 大なり

! 感嘆符 * アスタリスク < 小なり

[ 角かっこ（開く） ? 疑問符 「 カギかっこ（開く）

] 角かっこ（閉じる） ¦ 縦線 」 カギかっこ（閉じる）

インポートするデータベース（CSV）に不正文字が入っている場合
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３）地図上に図形が展開されつつ、表示ツリーにも要素が追加されます。

２）データプレビュー（上段）を参考に、住所があるフィールド（下段）を選択し、

　　展開する図形種別を選択します。
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マッチングエラーについて

＜【はい】をクリックした場合〜取り込み中止＞

登録の際、住所に不備があると以下のメッセージが表示されます。

＜【いいえ】をクリックした場合＞

マッチングが実行されます。

正しい位置へマッチングされなかったものはアンマッチリストとして登録されます。

手動で正しい位置へ登録させることができます。（→次ページ参照）

32ビットPCの場合　C:\Program Files\Shirube\WORK

64ビットPCの場合　C:\Program Files（x86）\Shirube\WORK

にマッチングログファイル”AdrMatchLog.CSV"が書き出されます。

正しくマッチングされたか、されていないか確認できるファイルです。

_ADRLINKLEVELの数値の頭に＊（アスタリスク）が付加されている場合は住所が不整合となります。

数値に対してのリンク状況は以下をご確認ください。

例えば

*6の場合は小字名、△丁目までマッチングしたが

　その後の番地が不整合となった。

*5の場合は大字名、○○町までマッチングしたが

　その後の丁目や番地が不整合となった。

ということになります。

これらの数値と、その横に記載されている

メッセージでどこまで一致しているか確認いただき

取り込む CSVファイルを修正して下さい。

_ADRLINKLEVEL _ADRLINKERRMSG

1 都道府県名まで一致しました

2 支庁名まで一致しました

3 郡名まで一致しました

4 市区町村名まで一致しました

5 大字名または町名まで一致しました

6 字名または丁目まで一致しました

7 親番または街区符号まで一致しました

8 枝番または住居番号まで一致しました
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アンマッチリスト

アンマッチリストは取り込んだ住所に何らかの不備があり不整合となったリストです。

但し、前ページ「マッチングエラーについて」に記載してあるように実際の場所までは

マッチングされていませんが、途中の一致されているところ（大字まで、小字まで、丁目まで等）で

マッチングされ、どこかにはマッチングアイコンが表示されています。

そのアイコンを地図の正しい場所へ移動させることができます。

１）複数テーマ、複数レイヤーに対して住所マッチングがある場合、アンマッチリストを表示させたいテーマ、

　　レイヤーを選択して【次へ】をクリックして下さい。

２）正しい位置へマッチングされなかったリストが表示されます。

　　修正したい行を選択し、【地図表示】をクリックするとマッチングされたところまで、地図が移動されます。
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３）修正したい行を選択したまま【位置確定】をクリックしマップウインドウ上の移動したい位置をクリックして下さい。

　　アイコンが移動し位置が登録され、自動的にアンマッチリストからも除外されます。

❶

❷
❸

【住所検索で探す】をクリックすると、

リボンが切り替わり住所検索、住所入力検索が利用可能になりますので、

検索を利用し出来るだけ近い位置を表示させてから実際の場所を見つけ、

位置確定〔前項３）〕の工程を行って下さい。

実際の位置より離れたところへ
マッチングアイコンが落ちてしまっている場合

移動したい場所をクリック
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Shape 書き出し

Shape 読み込み

１）書き出したいレイヤーを選択し、ファイル名を設定してShape 形式のデータを書き出します。

　　出力フォーマットは、世界測地系、緯度・経度座標（秒単位）になります。

注）「情報入力」の「文字」で登録したデータをShape 書き出しした場合、文字としてのデータは失われます。

　　再度Shape 読み込みを行った場合は、シンボルとして扱われます。

１）Shapeデータのインポート方法を選択します。新規テーマ／新規レイヤーに追加するか、

　　既存テーマ／新規レイヤーに追加するかを選択し、名称を設定します。
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４）取込む属性項目（dbf形式の Shapeデータ内の項目が表示されます）を選択し、レイヤーを登録します。

　　正常に取込めた場合には、表示管理エリアに項目が追加されます。

２）取込むデータを選択します。

３）座標情報と、表示させるシンボルの設定を行ってください。
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印刷タブ

1.印刷について

画面印刷

地図画面に用紙範囲枠を表示させ、範囲を確認しながら印刷できます。

１）タイトル・日付・スケール・方位の出力設定を行います。（タイトルと日付は変更可能）

２）左ドラッグで地図をスクロール、またはズーム操作をしながら印刷したい範囲を決めて、

　　印刷開始をクリックして印刷を行います。

　　「画面に固定された範囲枠に合わせた出力」

　　「スケール値を指定した出力」の2つの出力形式が選べます。

画面 出力物

左ドラッグ
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＜各設定内容＞

1

2

デフォルトは画面範囲にチェックされています。

必要に応じて切り替えてご利用ください。

基本的にスケール値の設定で3000以上は「広域地図表示」、2999以下は「詳細地図表示」で印刷されますが

チェックを入れることにより上記スケール値に関わらず画面で見えている地図表示で印刷されます。

出力スケール 3000以上でも

画面表示スケールが 2999以下（詳細地図）の場合は

「詳細地図表示」で印刷されます。

出力スケール2999以下でも

画面表示スケールが 3000以上（広域地図）の場合は

「広域地図表示」で印刷されます。

（注意）「スケール指定」はスケール値が固定されることで範囲枠が画面に固定されずに変動します。

　　　設定した用紙サイズ、スケール値によって範囲枠が画面外に出たり、作業ウインドウに隠れる場合があります。

　　　その際は画面右下の画面表示スケールを変えて調整してください。

出力形式

表示している地図で印刷

固定された範囲枠に対して地図をスクロールして位置、

ズーム操作で範囲を決めて出力します。

任意のスケール値で出力したい場合は、こちらを選択します。

チェックを入れると「出力スケール」がアクティブになるので

スケール値をプルダウンで切り替えるか任意の数値を入力してください。

その後、地図をスクロールして位置、ズーム操作で範囲を調整し出力します。

画面範囲

例
え
ば

スケール指定

1

2

広域地図表示詳細地図表示

「画面表示スケール」は

画面右下で変更できます。



70

印刷設定した内容を確認できます。

タイトルを印刷する設定をした場合は左上、

日付を印刷する設定をした場合は右下、

スケールを印刷する設定をした場合は中央下、

方位記号を印刷する設定をした場合は

右上に表示されます。

全て設定を終え、クリックすると印刷を開始します。

用紙サイズ、用紙の向きに合わせ、上、下、左側に記入欄を設けたテンプレートを選べます。

設定し、地図画面に戻ると、テンプレート内に印刷される範囲の枠に変形します。

プリンタの種類、用紙サイズ、用紙の向き等はこちらから設定します。

5

画面 出力物

3

4

5

6

プリンタ設定

テンプレート

印刷開始

印刷プレビュー

3

4

6

用紙サイズ「A4」、テンプレート「左：地図」を選択した場合

タイトル 方位

スケール
日付



71

指定範囲印刷

マウスにて印刷したい範囲を選択することができます。

印刷したい範囲を左クリックで選択し、印刷を行います。

左クリック

左クリック
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帳票印刷

ページ印刷

図形登録されている対象を１件１件、帳票として出力できます。

１）印刷したいレイヤーと図形を選択します。

２）選択した図形が帳票形式で出力されます。下段には、各図形が保持している属性項目も表示されます。

地図帳（デジタルメーサイズ）の版名称とページを指定し、そのページに合わせた範囲を印刷します。

属性項目
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2. 画面保存について

画面保存

指定範囲保存

表示されている地図範囲を画像として保存できます。データ形式はＢＭＰ形式、ＪＰＧ形式、ＰＮＧ形式が可能です。

画面保存と同じですが、マウスにて保存したい範囲を選択することができます。

保存したい範囲を左クリックで選択し、保存を行います。

左クリック

左クリック
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ツールタブ

1.計測について

距離計測

１）距離計測ボタンをクリックします。その際、下のボタン（▼）により、単位を設定できます。

２）計測したい地点を左クリックして線をつなぎます。

　　最終地点で左ダブルクリックすると計測結果が地図上に登録されます。

　　右クリックでキャンセルすることもできます。

左クリック

左クリック

左クリック

左ダブル
クリック

下の▼ボタンから、

単位を設定できます。
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面積計測

編集

１）面積計測ボタンをクリックします。

アイコン下の▼ボタンから、【削除】と【一括削除】が選択できます。

下の▼ボタンから、

単位を設定できます。

■削除

■一括削除

登録された計測結果を削除します。

登録された計測結果を一括で削除します。

２）計測したい地点を左クリックして線で囲みます。

　　最終地点で左ダブルクリックすると計測結果が地図上に登録されます。

　　右クリックでキャンセルすることもできます。

左クリック

左クリック

左クリック

左ダブル
クリック
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設定

計測結果の表示スタイルを設定します。アイコン下の「▼ボタン」をクリックし、設定して下さい。

アイコンをクリックして非表示状態にすると、計測結果の登録自体を無効にできます。

「ファイル表示管理エリア」の「計測結果」のチェックで表示・非表示の切り替えが行えます。

計測結果登録が有効 計測結果登録が無効

（計測を行っても図形登録しない）

□表示スタイルの設定

□登録設定

□表示・非表示設定

クリックで切り替え
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2. オリジナル地図作成

作成

編集

削除

１）ベースにする地図を選択し、地図名称を入れてください。

　　利用したいレイヤーをチェックボックスで選択し、作成ボタンを押すことで、オリジナル地図が作成されます。

作成したオリジナル地図を再度編集します。

作成したオリジナル地図を削除します。

２）ツリーに作成したオリジナル地図が登録されます。

　　これを選択すると、設定したレイヤーで地図が表示されます。
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3. オプション

システム設定

地図更新

マウスカーソルの設定が行えます。

※基本的に利用不要です

※オンライン版ご利用の場合のみ

■マウスカーソル

　マウス中心の描画イメージを変更します。

■マウスカーソル（トレランス枠）の大きさ

　図形をクリックする際の、検索枠の大きさを変更します。

オンライン版をご利用のお客様は最新地図への更新ができます。

住宅地図帳（デジタルメーサイズ）各版が出版されましたら、

同時にそのエリア地図データを更新することができます。

ツールの地図更新アイコンをクリックすると更新可能な場合、

更新可否の欄に「更新可能」と表記されますので

【全ての地図を更新】ボタンをクリックすると更新が始まります。

また、新たに他エリアの版を購入された場合は、

背景地図の追加登録が行えます。

【地図の登録】ボタンをクリックして、

指定の「マップライセンスキー」を入力して下さい。

地図登録の詳しい手順については、

パッケージに同梱のユーザーガイドを

参照して下さい。

システム更新

機能改善や修正が行われた際には起動時にメッセージが表示されます。

一定の時間を要しますので、ユーザー様のご都合に合わせて更新を行って下さい。

※オンライン版ご利用の場合のみ
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